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行 政 報 告

平成２６年壱岐市議会定例会１２月会議

○はじめに

本日ここに、平成２６年壱岐市議会定例会１２月会議にあたり、

前会議以降、本日までの市政の重要事項等、また今回、補正予算に

計上した主な内容等についてご報告申し上げ、議員皆様のご理解と

ご協力を賜りたいと存じます。

さて、平成２６年秋の褒章において、長年、保護司として尽力さ

れている 高村
たかむら

紹業
つぐなり

様が藍綬
らんじゅ

褒章を受章されました。

また、叙勲においては、長年、漁協女性部役員として活躍された

松尾
ま つ お

營子
え い こ

様が旭日双光章を、さらに、現壱岐市民病院看護部長の 米
よね

城
き

和美
か ず み

様が瑞宝双光章をそれぞれ受章されました。

また、本年度の県民表彰では、消防防災功労として現壱岐市消防

団長の 割
わり

石
いし

賢明
けんめい

様が、産業（商工）功労として長崎県酒造協同組

合理事長等努められた 山内
やまうち

賢明
けんめい

様が、教育文化功労として長年に

わたり学校歯科医としてご尽力いただいている 尼子
あ ま こ

直喜
な お き

様、松嶋
まつしま

泰
やすし

様が、優良団体として長年、伝統的な素潜り漁等で活躍されてい

る壱岐東部漁業協同組合海女組合様、第２４回全国消防操法大会ポ

ンプ車の部において優勝に輝いた壱岐市消防団がそれぞれ受賞され

ました。

この度、褒章、叙勲、県民表彰の栄に浴された皆様に対し、今日

まで築かれたご功績に、深甚なる敬意を表しますとともに、心から
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お慶び申し上げます。

それでは、前定例会以降、本日までの市政の重要事項等について

ご報告申し上げます。

（１）壱岐市庁舎建設の検討について

１１月２６日に開催された市議会１１月会議において、壱岐市庁

舎建設検討特別委員会から「新庁舎建設の必要性あり」との報告が

なされ、新庁舎の建設に向けて、新たな一歩を踏み出したところで

あります。今後は、場所の問題や規模並びに機能などについて、さ

らに多くの議論を重ねていかなければなりません。特に建設場所に

ついては、大きな論点となります。

新庁舎の建設は、本市にとって極めて重要な案件であり、壱岐市

百年の大計と言えるプロジェクトであります。次の時代の壱岐を担

う子子孫孫に、如何にしてよりよい、市民生活の中心的機能を果た

していく重要な役割を担う庁舎を残すか、このことを常に念頭に置

き、市民皆様のご意見を賜りながら、議員皆様と車の両輪として、

議論を重ねてまいる所存でありますので、引き続き、市民皆様のご

理解、ご協力を賜りますようお願いいたします。

（２）長崎県への要望活動について

１１月１２日に、長崎県への壱岐市及び壱岐市議会連名の単独要

望を行いました。県からは、中村知事をはじめ幹部職員に対応いた

だくとともに、山本
やまもと

啓
けい

介
すけ

県議会議員にご同席をいただきました。
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要望項目は、「人口減少問題への取り組みについて」「漁業燃油高

騰対策について」「改正離島振興法に係る予算確保等の支援につい

て」「道路整備について」「クロマグロの産卵期における漁獲制限に

ついて」「唐津～壱岐（印通寺）航路フェリーあずさのリプレイス事

業の早期実施及び唐津長崎路線レインボー壱岐号の運行再開につい

て」「嫦娥
じょうが

三島大橋、原島
はるしま

大橋（郷ノ浦～大島～原島）架橋の早期実

現について」など１１項目の要望を行ったところであります。

知事からは、重要項目についてご回答いただきましたが、この内

道路整備については、その後、山本県議のご努力をいただき、永年

の懸案であった県道渡良浦初瀬線(初山側)の整備が、平成２７年度

新規事業の坪触工区として今県議会に提案されております。事業の

概要は、計画延長が２，３００ｍ、事業費が１５億円、事業期間は

平成２７年度から平成３３年度までの予定となっております。

今後も、壱岐市の単独要望については、意見交換を含め積極的に

実施してまいります。

（３）宝くじスポーツフェア「ドリーム・ベースボール」について

１１月２日に、金田
か ね だ

正一
まさいち

さんや、谷沢
や ざ わ

健一
けんいち

さん、村田
む ら た

兆
ちょう

治
じ

さ

んをはじめとするプロ野球ＯＢ２４名の皆様が来島され、大谷公園

グラウンドにおいて、市制施行１０周年記念事業宝くじスポーツフ

ェア「ドリーム・ベースボール」を開催しました。

当日、会場には、往年のプロ野球選手のプレーを見ようと、多く

の市民皆様にご来場いただきました。また、壱岐文化ホールでは、
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プロ野球史上唯一の通算４００勝をはじめ、数々の素晴らしい記録

を打ち立てた 金田 正一さんの講演会も行われ、ご健在な金田節で

会場は大いに沸きました。

今回の「ドリーム・ベースボール」は、日本プロ野球界の歴史に

名を刻む名選手に接することができる又とない機会であり、市民皆

様も大いに楽しまれたものと思っております。

今後も「スポーツアイランド壱岐市」として、スポーツを気軽に

楽しむことのできる環境づくりやスポーツ振興、そして次代を担う

壱岐っ子の健全育成に努めてまいります。

（４）ふるさと納税について

この度、ふるさと納税のお礼の品のカタログを作成し、寄附額に

応じたお礼の品の選択制やポイント制の導入など新しい制度を１０

月２６日から開始し、東京壱岐雪州会総会をはじめ、福岡壱岐の会

などでのＰＲを行っております。また、１０月２８日からホームペ

ージをリニューアルし、ＷＥＢ申込みを開始した結果、新制度開始

以降、１２月３日現在で８６３件、申し込み金額１，２４０万９千

円と全国から多くの皆様にお申し込みをいただいております。１０

月２８日までの旧制度での申し込み金額との合計は、９３６件、

１，３７９万４千円と既に昨年度の実績を大きく上回っております。

今後も、お礼の品の拡充やクレジット決済など納付方法の利便性

の向上を図ってまいります。

なお、寄附額の増額に伴い、報償費などの増額が必要となったた
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め、今回、所要の予算を計上しておりますので、ご審議賜りますよ

うお願いいたします。

（５）自治基本条例について

地域が抱える課題への対応やまちづくりを進めるために、自治を

担う市民皆様・地域・市議会・市長・行政の役割と責任を明確にし、

「自治体の仕組みの基本ルール」を定めるための自治基本条例につ

いて、これまで地区説明会や講演会を開催し、本１２月会議の上程

を目指していましたが、自治基本条例の根本は、市民皆様とともに

作り上げるものであり、十分な協議、ご意見をいただくことが必要

なことから、上程時期を来年度の目標に見直すことといたしました。

現在、自治基本条例の素案を作成し、広く意見を募集するパブリッ

クコメントを実施するとともに、１１月１７日に壱岐市自治基本条

例審議会を立ち上げ、今後の進め方などについて協議を行ったとこ

ろであります。

今後も、地元説明会や講演会などを繰り返し行いながら、市民皆

様の意見を十分反映した条例の制定を目指してまいります。

（６）人口減少対策について

国は、人口減少克服・地方創生のための「司令塔」として、本年

９月１２日に「まち・ひと・しごと創生本部」を立ち上げました。

その後、地方創生の基本理念を定めた「まち・ひと・しごと創生

法」と、活性化に取り組む自治体を国が一体的に支援する改正地域
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再生法が１１月２１日の参議院本会議で可決、成立したところであ

ります。

今後、国は「長期ビジョン」、「総合戦略」を年内に策定し、地方

における取り組みを積極的に支援していくこととされており、本市

においても、来年度「地方人口ビジョン」や「地方版総合戦略」を

策定することとしております。そのため、この人口減少問題への取

り組みを、各分野が連携して行うことが重要であることから、１１

月２６日に、壱岐市人口減少対策会議を立ち上げ、協議をはじめた

ところであります。また、企画振興部政策企画課内に「壱岐市人口

減少対策会議事務局」を設置し、総合戦略策定や人口減少問題への

取り組みを推進してまいります。

○交流人口の拡大

（１）観光振興について

本市における観光客数を推計するうえで参考となる九州郵船と

オリエンタルエアブリッジの本年８月から１０月までの乗降客数累

計は、２０７，９４７人、対前年比９４．８％で、昨年と比べ減少

している状況にあります。これは、８月の２度の台風や１０月の台

風等による交通の乱れ、欠航の影響によるものと考えております。

このような中、情報発信及び誘客活動として、９月に広島市と博

多駅、１１月には兵庫県と東京都で開催されたアイランダーにおい

て観光物産展を行い、さらに愛知県で開催された「ゆるキャラグラ
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ンプリ」において、着ぐるみ「人面石くん」の参加や、福岡市で開

催されたＫＢＣラジオフェスタ等へ積極的に参加し、ＰＲ活動を行

ったところであります。

今後も、あらゆる機会を利用し、観光ＰＲや物産販売を行うとと

もに、県内離島の自治体や観光連盟と提携し、島の魅力の情報発信

に取り組んでまいります。

外国人誘客いわゆるインバウンドの取り組みについては、日帰り

客を含めますと、本年１月から１０月末現在で約４５０人の方々に

ご来島いただいております。

現在、台湾旅行会社３社と、香港旅行会社が福岡市と連携した旅

行商品を造成しているところであり、今後のツアー成約に期待して

おります。

今後の予定として、来年１月にパワーブロガー、いわゆる写真と

記事をブログに投稿する方々でありますが、そのブロガーの台湾か

らの招聘についても予定しております。

また、海外から招聘する予定の中学生のバレーボールチームにつ

いて、７月に台湾の台南市長とお会いした際、ぜひチームを送りた

いとの意向を受け、今回、所要の予算を計上しておりますので、ご

審議賜りますようお願いいたします。

（２）企業誘致活動について

企業誘致活動については、人口減少対策及び雇用拡大対策におけ

る有効な施策のひとつであります。
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本市では、整備されている高速通信インフラという強みを活かせ

る情報通信関連企業や、離島のデメリットである輸送コスト問題の

影響が少ない軽量かつ高付加価値製品の製造業をターゲットとして

誘致活動を行っているところであります。去る１０月１５日に、長

崎県産業振興財団からの情報提供を受け、壱岐出身者の方が経営し

ておられる福岡市内の企業にトップセールスを行ったところであり

ます。

今後も、長崎県や長崎県産業振興財団等と連携を密にし、誘致企

業の情報収集に努めるとともに、企業側からの立地に係る問い合わ

せ等に即時に対応できるよう、物件情報の収集整備や雇用確保体制

の確立、助成制度の拡充などに取り組んでまいります。

○産業の振興

（１）農業の振興について

本年度の水稲作況指数は、長崎県全体では９７％でしたが、本市

においては、１０２％で「やや良」との発表がなされました。

早期米の「コシヒカリ」は、倒伏による登熟障害等により、１等

３０．８％、２等６９．２％であった一方、本格作付けの高温耐性

のある「つや姫」は１等９０．８％、２等９．２％の好成績で、収

量・品質とも今後に期待の持てる結果となっております。普通期米

については、１割程度の検査実績でありますが、「にこまる」が、２

等９７．１％、３等２．９％と日照不足及び台風後の倒伏等による



- 9 -

品質低下の被害を受けた一方で、「ヒノヒカリ」は、１等１００．０％

となっております。また、本年産の米価については、全国的な米余

りにより低い価格水準で取引が行われており、農業経営への影響を

危惧しております。

葉たばこについては、コーカー３１９への品種転換があり、農家

の皆様には戸惑いもあったかと思われますが、本年は天候にも恵ま

れ、１０月８日から１６日にかけて行われた収納・販売では、収量

が２４１ｋｇで、１㎏当たり代金は２，０８５円で、１０ａ当たり

代金が５０３，２６０円となり、前年度比１１９％の成績でありま

した。

施設園芸のアスパラガスについては、収穫面積１３．７ｈａ、

１０ａ当たりの販売金額は、２，４４５，７２１円で８年連続県内

トップの反収を誇り、２６年度販売金額は３億３千万円となってお

ります。これもひとえに生産農家皆様のご精進と JA 壱岐市の積極

的な取り組みの賜と思っております。

畜産については、全国的な繁殖農家の減少に伴い、子牛の販売価

格は高値で推移しております。１２月市では、平均５９０，０２０

円で前回比１０３．４７％の成績で、市場開設以来の高値となって

おります。

しかしながら、高齢化や後継者不足などによる繁殖牛の飼養頭数

が減少しており、今後も JA 壱岐市をはじめ関係機関、団体と連携

を図り、産地維持のため、繁殖基盤の強化に努めてまいります。

また、国の農業施策で、本年スタートした農地中間管理機構につ
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いては、１法人の約２１ｈａが中間管理機構を通じて１２月に契約

予定となっております。現在、３６特定農業団体を重点的に、法人

化の説明会を開催しており、平成２７年度の農地中間管理機構を通

じての契約締結農地の集約化を行ってまいります。

農地・農業用施設等災害については、７月、８月の集中豪雨によ

る被災申請箇所８地区の現地査定が実施され、その結果、平均査定

率が９７．７％、査定額が２，５２４万１千円となっております。

今後、早急に事務手続きを進め、復旧工事に着手してまいります。

（２）水産業の振興について

本年４月から１０月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年同期と

比較すると、漁獲量は１，４９５トンで１０.０％の減であり、漁獲

高は１２億８千万円で１９.７％の減となっております。主な要因は、

９月から１０月にかけての台風などによる天候不良が考えられます。

燃油価格高騰対策については、平成２５年７月から漁業用燃油１

リットル当たり１０円の市単独補助を行っておりますが、国におい

ては、漁業用燃油等の価格上昇が経営に及ぼす影響を緩和する仕組

みとして、漁業経営セーフティネット構築事業が実施されています。

この制度について、「２６年度末をもって終了予定の特別対策発動ラ

インを継続」、「セーフティネットの特別対策発動ラインの通常対策

分現行制度までの引き下げ」や「発動基準の平均価格の算出根拠を

見直し、原油高騰が始まった平成１６年３月以前の価格を基準とす

る程度まで引き下げること」の趣旨で県に対し国への働きかけを要
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望したところであります。

また、クロマグロの産卵期における漁獲制限については、本年８

月に水産庁から、資源管理方針「太平洋クロマグロの資源状況と管

理の方向性」が示され、さらに１１月１７日には国際自然保護連合

(ＩＵＣＮ)において、漁獲量が減少している太平洋クロマグロが、

今回新たに「絶滅の危険性が増大している」として絶滅危惧種に指

定されました。今後、世界最大の消費国である日本に対し、保護の

強化を求める国際世論の高まりが予想される中、資源を回復させる

ための「適正な資源管理」の実現に向けた取り組みは、まだ不十分

なものがあります。今後、マグロ産卵期における漁獲量調査を行う

とともに、幼魚の漁獲制限のみでなく、産卵を控える成魚の漁獲制

限の実施に向け、各関係機関などへの働きかけを行ってまいります。

今後も、非常に厳しい状況にある水産業の振興に、各漁協をはじ

め関係機関、団体と連携を図りながら、全力で取り組んでまいりま

す。

（３）商工業の振興について

しま共通地域通貨事業「しまとく通貨」の長崎県全体の販売状況

は、１０月末現在で５６万９，３０２セットを販売しており、既に

年間販売予定額である６０万セットの９４．９％に達しております。

これは、「しまとく通貨」の存在が、旅行者の皆様の間に浸透し

てきている表れであると考えております。また、旅行会社において

も「しまとく通貨」を活用した旅行商品が多く造成されており、特
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に本市は、他の市町と比べて旅行商品での活用が著しく多い状況と

なっております。

このような状況に鑑み、しま共通地域通貨発行委員会での協議の

結果、「しまとく通貨」の発行数を３０万セット追加することとな

りました。今回、所要の予算を計上しておりますので、ご審議を賜

りますようお願いいたします。

○ 市民

（１）市立幼稚園及び保育所運営のあり方についての答申について

去る１１月２５日に、壱岐市子ども・子育て会議から「壱岐市の

公立幼稚園及び保育所運営のあり方について」の答申がなされまし

た。

これまで、子ども・子育て会議の前身である、幼保連携子育て支

援検討委員会会議を含め２１回の会議において、終始熱心に協議・

検討がなされ、この度、答申をいただいたところであります。

答申内容の概要は、幼稚園・保育園連携型認定こども園の創設、

現有幼稚園・保育園の統廃合による認定こども園化、へき地保育所

の統廃合による認定こども園の創設と認可保育所・小規模保育施設

化、民営化などの検討となっております。

今後、この答申を踏まえ、さらに検討を行い、平成２７年度から

３１年度までの５カ年の中で実現を目指し、子ども・子育て支援の

充実を進めてまいります。
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○ 教育

（１）長崎がんばらんば国体２０１４について

１０月１２日から２２日まで開催された第６９回国民体育大会

「長崎がんばらんば国体」と、１１月１日から３日まで開催された

第１４回全国障害者スポーツ大会「長崎がんばらんば大会」は、県

民・市民皆様のご声援や、ご協力をいただき、長崎県チームが、「天

皇杯」を獲得するなど、素晴らしい成績と感動を残して無事終了い

たしました。

壱岐市で初めての国体競技会場となりました２つの競技の内、自

転車競技（ロード・レース）は、台風の影響で出発できなかった沖

縄県を除き、各県の選手・監督２８５名が自転車を積む車輌約６０

台と共に来島されました。また、全国から選任された競技役員１０

４名、陸上自衛隊対馬警備隊の隊員５０名が車輌２０台と共に競技

支援のため来島され、さらに、視察員や地元競技役員約５０名も加

わり、監督会議やコース視察等の一連の業務を済ませ、準備を整え

ていましたが、台風１９号の接近により、１０月１３日のレース本

番は、残念ながら中止となりました。翌日からは佐世保競輪場でト

ラック・レースが行われるため、本市でのレース後に佐世保へ向け

て出発の予定でしたが、全員連泊されたため、佐世保市では日程を

変更してトラック競技が行われたところであります。これまで、自

転車競技（ロード・レース）にご協力いただきました、消防団、自

治公民館、交通指導員をはじめ関係機関、市民皆様に厚くお礼申し

上げます。国内トップクラスのレースを見ることはできませんでし
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たが、壱岐市挙げてのおもてなしの受け入れ体制は、ご来島いただ

いた方々や全国の関係者皆様に伝わったものと思っております。

一方、ソフトボール競技（成年女子）については、全国のブロッ

ク予選を勝ち抜いた１３チーム２５６名の選手・監督をはじめ、県

内・近県から選任された競技役員８１名、視察・報道員約５０名が

来島され、１０月１８日から２０日にかけて熱戦が展開されました。

試合前日の１０月１７日には、壱岐文化ホールで監督会議や審判

員会議を開催し、その後の選手を交えたオープニングセレモニーで

は、アトラクションに壱岐商業高校の見事な太鼓演奏と武生水保育

所の園児によるかわいいダンスが大変好評でありました。また、選

手宣誓では、長崎県チームの佐藤主将による、「壱岐でイキイキとプ

レーします。」との力強い宣誓で、大会の幕が上がりました。

１０月１８日に行われた一回戦の地元長崎県対群馬県の試合は、

緊迫した接戦となり、長崎県チームは、惜しくも１対２で敗れまし

たが、壱岐市出身の豊永
とよなが

優
ゆう

投手の熱投に多くの市民皆様が感動され

たものと思っております。

また、同じく１０月１８日には、大谷公園ソフトボール球場で、

宇津木
う つ ぎ

妙子
たえこ

元全日本監督による、小・中学生を対象にした「ソフト

ボール教室」が開催されました。さらに、１０月２０日には、小中

学生の観戦も行われ、トップアスリートの勇姿を間近で見ることが

でき、児童・生徒の皆さんにも大きな刺激になったと思っておりま

す。 

多くの市民皆様に「おもてなしの心」で歓迎していただくととも
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に、花いっぱい運動のボランティアをはじめ、様々な形で国体にご

協力、ご参加いただきました。ここに改めて厚くお礼を申し上げま

す。 

本市で国体が開催できたことを誇りとして、市民皆様のスポーツ

推進や健康推進の機運をさらに高めていきたいと思っております。

○ 病院事業

（１）壱岐市民病院の長崎県病院企業団加入について

壱岐市民病院の長崎県病院企業団加入については、１０月１０日

の記者会見で発表したとおり、９月会議にて議決を受けた壱岐市の

病院企業団加入にかかる規約の変更協議の議案が構成団体である長

崎県及び県内５市１町においても議決されました。その後 １１月

７日付で、総務省から病院企業団へ規約変更の許可通知が届き、規

約変更が認められたところであります。

また、１１月１３日から１４日にかけて、企業団本部職員に同席

いただき、壱岐市民病院に勤務する医療技術職職員に対して、説明

会を実施し、割愛採用による身分移管の手続きなどについて説明い

たしました。現在、職員の意向調査を実施中であり、身分移管の意

思確認を行った後、企業団職員として採用する手続きを進めること

としております。



- 16 -

（２）壱岐市民病院の経営状況について

壱岐市民病院の経営状況については、上半期の経常収支が、外科

の常勤医師不在の状況がありながら、概ね均等収支となっておりま

す。しかしながら、地方公営企業の新会計制度移行により上半期の

支出の一部を特別損失で計上処理したことから、今年度の決算見込

みとしては、マイナス決算となる見込みであります。

病院事業会計予算については、現在、使用していない旧かたばる

病院の院長公舎の処分経費などの所要額を計上しておりますので、

ご審議賜りますようお願いいたします。

○防災、消防・救急

（１）防災、消防・救急について

１１月８日に、東京都で開催された第２４回全国消防操法大会に

おいて、壱岐市消防団芦辺地区第１分団がポンプ車操法の部で優勝

し見事日本一に輝きました。長崎県代表、壱岐市消防団としては、

実に２大会連続の日本一という快挙を成し遂げました。

このことは、選手、関係者皆様のチームワークと長期に亘る厳し

い訓練の成果であるとともに、ご家族皆様、職場の皆様、地域の皆

様の支えの賜物であり、ここに深甚なる敬意と感謝を申し上げる次

第であります。

市民皆様はもとより、多くの離島地域にも勇気と元気を与えてい

ただき、壱岐市を大いにＰＲしていただきました。こうした功績が
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認められ、冒頭ご紹介したとおり、壱岐市消防団は、県民表彰を受

賞されましたが、これはまさに、壱岐市の防災力の高さが認められ

たものであります。今後も壱岐市消防団をはじめ関係機関と連携を

図り、防災対策に全力で取り組んでまいります。

本年１月から１１月末現在の災害発生状況は、火災発生件数２５

件、救急出動件数１，５４４件となっており、昨年同期と比較しま

すと、火災は同件数で、救急が７２件の増となっております。これ

から年末年始にかけて、火災の発生しやすい時期となりますので、

火の取り扱いなどには十分ご注意いただきますようお願いいたしま

す。

（２）原子力防災について

１１月１４日に、本市で２回目となる原子力安全連絡会が開催さ

れ、市、県、九州電力、各関係機関の代表１８名が出席し、玄海原

子力発電所に関する防災対策などの情報の共有化と意見交換を行っ

たところであります。

なお、来年１月２４日には、３回目となる、玄海原子力発電所で

の放射能漏れ事故を想定した平成２６年度長崎県原子力防災訓練が

本市を含めた県内４市と、長崎県、佐賀県、福岡県の３県合同で開

催されます。情報収集伝達訓練、災害対策本部設置・運営訓練、緊

急時モニタリング訓練、緊急被ばく医療訓練、広報訓練、住民の避

難・誘導訓練、島外への広域避難訓練などが実施される予定となっ

ております。
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今後も実践的な訓練を積み重ねながら、原子力防災対策に関係機

関とも連携して取り組んでまいります。

次に議案関係についてご説明いたします。

（１）補正予算について

本議会に提出しております補正予算の概要は、

一般会計補正総額 １，２１６万３千円

各特別会計の補正総額 ４８７万３千円

となり、本定例会に提出いたしました一般会計、各特別会計の補正

額の合計は、 １，７０３万６千円

となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は

２２２億７，０４８万６千円

で、特別会計については １０７億４，２０４万３千円

となります。

また併せて、病院事業会計、水道事業会計についても、所要の補

正予算を提出しております。

（２）その他の議案について

本日提出いたしました案件の概要は、条例の制定及び一部改正に

係る案件７件、公の施設の指定管理者の指定案件２件、予算案件８

件、各辺地に係る総合整備計画の策定１件、合計１８件であります。

案件の詳細については、担当部長、課長等から説明をさせますの

でご了承願います。
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何とぞ十分なご審議をいただき、適正なるご判断を賜りますよう

お願い申し上げます。

おわりに

以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等につ

いて申し述べましたが、様々な行政課題等に対し、今後も誠心誠意、

全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員皆様並びに市民

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、行政報告と

いたします。

平成２６年１２月５日

壱岐市長 白 川 博 一


